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「日本海地域の自然と環境」













1 )第 1 期(昭和38年から 44年まで)
昭和38年に、 38豪雪(サンパチ豪雪)と呼ばれ、福井市で 2 メートルを越える積雪があった。当時
の福井大学学長長谷川万吉博士より、積雪災害防止の研究の必要性が説かれ、それに呼応して学内に
全学的な研究グループが誕生した。研究の重点は、北海道における寒地雪害とは異なる暖地雪害の防











3 )第 3 期(昭和50年から 55年まで)
昭和50年には福井大学研咋研究室規科が制定され、教育学部中心の研究組織から全学的組織へと移
行した。 昭和51年、 52年には全国的に大規模な可書が発生した。 この時には、福 JI二から行森に苛i る広
い地域にわたって、関係10大学の共同研究として交通における'可書問題が'1 1心テーマとな っ た 。 この
頃から可書軽減には社会科学的研究も必要であることが認識されてきた。
4 )第 4 期(昭和56年から 59年まで)
'17'占研究は、従来の lì 然科''{:的な.f!_'(' 'rの研究に )111 えて、学際的分野の扱いの必攻~nが捕時、され，小;
ザ:の桁'一号研究室の研究布陣にも人文科'下、村会科'下の \'ll"J家の参加を 1!fて，総介(1せな ' I;"g~)j 11:の研究
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を目指して，研究グループの再編、増強が行われた。 55年、 56年の豪雪では (56年の豪雪をゴー ロク
豪雪と呼ぶ)、積雪を生活災害という観点から共同研究され、雪崩、地とり、交通、電力などの広い範
囲の問題が扱われた。




















年 氏名 所 属 職階 専門分野
昭和38年-47年 塚野善蔵 教育学部地学 教授 地質学
昭和38年-49年 清水啓 教育学部物理学 教授 電磁気学
昭和38年-49年 各務頼文 工学部応用理学 教授 物理学
昭和38年-49年 松岡春樹 教育学部物理学 教授 物理学
昭和38年-49年 中峠哲朗 工学部応用物理学 教授 応用物理学
昭和44年-49年 北)11 茂 工学部応用物理学 助教授 応用物理学
昭和38年-42年 妹尾博文 教育学部物理学 助教授 物理学
昭和38年 -43年 段野勝 工学部応用物理学 助教授 応用物理学
昭和38年-43年 高田和郎 工学部応用物理学 助教授 応用物理学
昭和38年 -49年 坂手克士 工学部応用物理学 助手 応用物理
昭和47年-49年 西川嗣雄 工学部応用理学 助 子 物理学
昭和47年 -49年 j先 日 i拡志 工学部応用物理学 助 千 応用物理学
昭和38年 -39年 堀口燕 教育学部物理学 技官
昭和38年-49年 今村隆一 工学部応用塑学 技下f
昭和38年 -49年 上坂秀雄 工学部応用物理学 技官




年 度 室 長 運営委員教育学部 工 昌寸之.ー 昔日
昭和50年-51年 松岡春樹 清水啓(教授、物理) 各務頼文(教授、応理)
(教育学部教授 コ浦静(教授、地学) 中峠哲朗(教授、応物)
物理学) 広岡公夫(助教授、地学) 川上英男(教授、建設)
昭和52年 -53年 松岡春樹 コ浦静(教授、地学) 各務頼文(教授、応理)
(教育学部教授 石金益夫(教授、物理) 中峠哲朗(教授、応物)
物理学) 広岡公夫(助教授、地学) 川上英男(教授、建設)
昭和54年--55年 中峠哲朗 松岡春樹(教授、物理) 段野勝(教授、産機)
(工学部教授 三浦静(教授、地学) 谷口慶治(教授、電子)
応用物理学) 服部勇(助教授、地学) 北川茂(助教授、応物)
昭和56年 -57年 中峠哲朗 コ浦静(教授、地学) 段野勝(教授、産機)
(工学部教授 服部 勇(助教授、 地学) 江上外人(助教授、建築)
応用物理学) 服部浩之(助教授、物理) 北川茂(助教授、応物)
昭和58年~ 山田孝一郎 三浦静(教授、地学) 中峠哲朗(教授、応物)
(工学部教授 石金益夫(教授、物理学) 白神良昭(教授、電気)
建築学) 中島正志(助教授、地学)
昭和58年-61年 川上英男 三、浦静(教授、地学) 山田孝一郎(教授、建築)
(工学部教授 石金益夫(教授、物理学) 中峠哲朗(教授、応物)
環境設計工学) 中島正志(助教授、地学) 白神良昭(教授、電気)
昭和62年-63年 中峠哲朗 コ浦静(教授、地学) 山田孝一郎(教授、建築)
(工学部教授 石金益夫(教授、物理学) 川上英男(教授、環境)
応用物理学) 中島正志(助教授、地学) 谷口慶治(教授、電子)
平成元年-2 年 山田孝一郎 二浦静(教授、地学) 川上英男(教授、環境)
(工学部教授 石金益夫(教授、物理学) 谷口慶治(教授、電子)
環境設計工学) 中島正志(教授、地学) 浅田拡志(助手、応物)
平成 3 年-4 年 山田孝一郎 石金益夫(教授、物理学) 川上英男(教授、環境)
(工学部教授 中島正志(教授、地学) 谷口慶治(教授、電子)
環境設計工学) 服部勇(教授、地学) 浅田拡志(助手、応物)
平成 5 年-6 年 本多義明 中島正志(教授、地学) 福原輝幸(助教授、環境)
(工学部教授 宮阪憲治(教授、技術) 木村照夫(助教授、 機械)
環境設計工学) 中田隆二(助教授、化学) 西川嗣雄(助教授、応物)
平成 7 年-9 年 服部勇 沖久也(教授、化学) 永長幸雄(助教授、生化)
(教育学部教授 宮阪憲治(教授、技術) 西川嗣雄(助教授、応物)
理科地学) 香川喜一郎(助教授、物理) 福井卓雄(講師、環境)












































教育学部 : 杉浦和子、大山利夫、 山本博文、横山俊一、 r:I:! 田隆二
工学部:本多義明、 川上洋司、福原輝幸、木村照夫、松下 聡
技官 ・ 教務職員 : 伊藤文雄、上坂秀雄
教育学部:杉浦和子、大山利夫、山本博文、横山俊一、 r~:! 田隆二
工学部:本多義明、荒井克彦、 川上洋司、松下 聡、松本芳紀、西川嗣雄
技官 ・ 教務職員 . 伊藤文雄、上坂秀雄
教育学部.香川喜一郎、中田隆二、大山利夫、 山本博文、横山俊一





(制定昭和50年 2 月 1 9 日規程 4 号)
(趣旨)
第 1 条 福井大学積雪研究室(以下「積雪研究室」という。)の管理運営については，この規程の定
めるところによる。
(目的)
第 2 条 積雪研究室は， 積雪に関する研究を行い， 積雪災害の防止等に寄与する こと を目的とする。
(業務)






2 室長は ， 本学の教授又は助教授のうちから学長が任命し，その任期は 2 年とする。ただし，再
任を妨げない。









3 前項第 2 号の委員は，各学部長の推薦により学長が任命する 。
4 第 2 項第 2 号の委員の任期は， 2 年とする 。 ただし再任を妨げない。
第 7 条 室長は，運営委員会を招集し， その議長となる。






第 9 条 積雪研究室の事務は，教育学部事務部が行う 。
附ftlJ
この規程は，昭和50年 2 月 19 日から施行する 。
N. 積雪研究室における研究業績リスト
積雪研究室研究報告 (110. 1から 110. 16 まで) には49編の論文が発表された。 平成 6 年から研究室報
告に「日本海地域の門然と環境」という表題を付け， 雪害も 含め，地域環境の研究を中心にした研究
報告を 111版した。 6 年度から 9 年度までに 29編の論文等が発表された。
- 5 
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A New Method for the Visual Observation of the Layer Structure of Snowcover 





































































































6. 融雪期における融雪および積雪の日変化の観測例(I ) 









































































































12. 白山千蛇ケ池雪渓の位置・形態・質量収支 ・融雪過程について 松岡春樹，
13. 道路の堆雪状況と水消雪 ・機械除雪 中峠哲朗，北川茂，
(ナ グレ に関する研究)
14. 勝原の板状ナダレについて













19. rj-l部地方以西の雪害地域における各種同体での雪害関係資料保有状況と 災害の強き 中峠析朗
3 )その他
昭和51 ・ 52年豪'17によ る交通災;与の総合的研究報骨
(文部省科学研究費円然災害科学特別研究報告 代表者 :中峠析朗 ) ， 1977年










































山中太継 ・服部浩之 ・ 香川喜一郎 ・ 横井貞弘
福原輝幸 ・ 渡遁洋
川本義海・本多義明














1997 íナホトカ」号重油流出事故発生から 6 カ月間の記録
福井県における自然災害年表 服部







田中和子 ・ 服部 勇
藤井純子






























積雪研究室は室長と 6 名の運営委員が運営に当たり，室長と 11名の兼任教官が研究している。近年，
環境問題が重要視されるに当たり，積雪災害以外の自然災害にも研究が及んでおり，現在，運営委員






設新設の手続きや要件が検討され，それに基づいて，下記のような新設要求書が平成 9 年 6 月 25 日に
提出された(一部割愛)。
学内共同利用施設新設の要求について











1 )若狭湾の地盤沈下と原子力発電所の安全性， 2) 巨大地震の発生可能性， 3) 海岸急崖の崩落災
害の続発性， 4) 豪雪時の生活環境維持方法， 5) 重油漂着災害が再現した場合の対処法， 6) 原子
力発電所からの放射能による被害の程度， 7) 廃棄物最終処分場の地盤安定性と危険物質の漏れ出し
の監視方法， 8) 過疎地域の拡大による自然破壊の低減化， 9) ダム建設による上流，下流域の環境






























現在の福井大学には地域環境の研究を 目的としている組織 (学科， 講座) はない。教官桐人の研究
題材として地域環境を取り上げている人は多い。 組織化されていないため(きれえ ないため) ，相互の
つながりがなく，有機的な研究にな っ ておらず，研究の効率も悪い。 現在の体制では，地域環境全体
を視野に入れた研究は不可能で、あ り，地域貢献も不十分なまま推移するであろ う 。 しかし， 客観的に
見ると，歴史的にも福井大学は自然災害科学などの環境問題には全国の先頭に立って活動してきた。
その役割は関係者の問でも高 く 評価されている 。 福井大学の環境問題に対する取 り組みは昭和35年か













ンターの活動の中心として， 1) 原子力発電所の安全性に影響を及ぼす自然界の変動解析， 2) 原子
力発電所の存在が及ぼす自然環境への影響， 3) 原子力発電所に最悪の事故が発生した場合の防災，





























地域環境に関する資料を収集 し， 貴重な資料の保管とデータベース化を行い，幅広 く情報提供する。
このことは，環境問題は一過性ではなく ，過去からの経過が重要である。経過を把握し，将来に備え
るため，地域に関する環境問題資料を収集し，解析することが重要で、ある。福井地域には福井大学を











第 1 条 本学に福井大学地域環境研究教育センター(以下「センター」という。)を置く。
(目的)
第 2 条 センターは，地域の自然環境及び社会環境に関する研究及び教育を行い，優れた地域防災
力を有する快適な社会環境の構築に寄与することを目的とする 。
(業務)











2 センタ一長は， 本学の教授又は助教授のうちから，学部長の推薦に基づき，学長が任命する 。
3 センタ一長の任期は， 2 年とし ， 再任を妨げない。 ただし ， 欠員が生じた場合の補欠のセ ン タ
一長の任期は，前任者の残任期間とする 。
4 兼任教官は，所属する部局の長の推薦に基づき，学長が任命する 。


















(3) 学部から選出きれた教官各学部 2 名
4 前項第 2 号の委員は，センター長の推薦に基づき，学長が任命する。
5 第 3 項第 3 号の委員は，各各部長の推薦に基づき，学長が任命する。




第 7 条 センターの庶務は，研究支援室において処理する。
附則
1 この規程は，平成年月 日から施行する 。
2 この規程施行後，最初に任命されるセンター長の任期は，第 4 条第 2 項の規定にかかわらず，平
成12年 3 月 3 1 日までとするる。
3 この規程施行後，最初に任命される兼任教官並びに第 6 条第 3 項第 2 号及び第 3 号の運営委員会
委員の任期は，第 4 条第 5 項及び第 6 条第 6 項の規定にかかわらず，平成12年 4 月 30 日までとする。
4 この規程は，平成15年 3 月 31 日までに廃止するものとする。ただし，センターの存続が必要で、あ
ると認められた場合は，この限りではない。





VIII. 地域環境研究教育センターのスタッフ (平成10年 7 月 1 日現在)
セン 運営 兼任 その 省令組
ター 他の 織化準 所 属
長 委員 教官 職員 備委員
服部勇 。 。 。 理科，地学
宮阪憲治 。 。 技術科，機械
杉浦和子 。 。 社会科，地理学
本多義明 。 。 環境設計，都市工学
永長幸雄 。 。 生物化学，生物化学システム
沖久也 。 。 理科，化学
香川喜一郎 。 。 。 理科，物理
中田隆二 。 。 。 理科，化学
大山利夫 。 。 理科，生物
山本博文 。 。 理科，地学
横山俊一 。 。 理科，理科教育
青野智子 。 。 家庭科，住居学
福原輝幸 。 。 。 環境設計，環境防災
荒井克彦 。 。 環境設計，環境防災
福井卓雄 。 。 環境設計，環境防災
川上洋司 。 。 環境設計，都市工学
小嶋啓介 。 。 環境設計，環境防災
Goodrich,L.E. 。 。 環境設計，構造工学
石川浩一郎 。 。 環境設計，構造工学
西川嗣雄 。 。 。 応用物理，応用物性
永井二郎 。 。 機械工学，熱流体工学
伊藤文雄 。 理科，物理
藤井純子 。 理科，地学






の資料を探して頂いた。事務局研究支援室研究協力係には，過よーの杭'守研究室室長， 運常:委員 . À在任
教官等の人名調査と確認を していただいた。この記事の一部は昭和57年 8 J] に発行された「福 1 1:大学
研雪研究室の歩み」等を参考にした。
(文武:服部勇)
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